
令和７年度第２回北海道地方競馬運営委員会議事録 

 

 1 / 20 

 

令和７年度第２回北海道地方競馬運営委員会議事録 

 

日時：令和７年 12 月９日（火）13:30～15:30 

場所：ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前 

 

１ 開会（北海道農政部競馬事業室 増田参事） 

それでは、ただいまから令和７年度第２回北海道地方競馬運営委員会を開催いたします。開会にあたりま

して競馬事業室長の庄司からご挨拶申し上げます。 

 

２ 開会挨拶（北海道農政部競馬事業室 庄司室長） 

皆さんこんにちは。開会にあたりまして一言ご挨拶申し上げます。 

委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中、また足元の悪い中ご出席いただきまして、感謝申し上げ

ます。また、日頃から道政の推進はもとより、北海道競馬の運営にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げま

す。 

今年度のホッカイドウ競馬は、11 月 13 日をもちまして閉幕となりました。当初計画では 85 日間の開催

計画でしたけれども、７月 30 日にカムチャツカ半島付近で発生した地震による津波警報の発令に伴い、1

日中止し、84 日間の開催となりました。 

門別競馬場は日高町の指定緊急避難場所に指定されているため、当日は避難者９名程度が活用されたと聞

いております。また、昨夜は青森沖で大きな地震が発生し、日高地方にも津波警報が出されまして、競馬場

に４、５名の方が避難されてきました。その後本日未明には自宅に戻られたと報告を受けておりますが、こ

ういった形で競馬場が活用されていることもご理解いただきたいと思っております。 

また、発売額は６年連続で 500 億円の大台を確保したことに加えまして、過去最高の 573 億円となりまし

た。そのうち、ネットの発売は全体の 93.4％を占めております。入場人員は昨年より 3,275 人増えて 6 万

1,614 人、さらに 1 日当たりの発売額でも過去最高の 6 億 8,232 万円、１日当たりの本場入場人員は 743 人

と、いずれも昨年を上回りました。 

今年度の発売額の主な増加要因は、発売額の９割を占めるネットファン、また２歳馬のレース情報を充実

させたほか、南関東競馬との連携強化に加え、ＪＲＡ函館競馬場や札幌競馬場におけるホッカイドウ競馬所

属馬の活躍が多かったこと、また、後半３レースの番組の充実に努めたことで、多くのファンから注目され

たことなどが大きく寄与したのではないかと考えております。後ほど、事務局より説明させていただきます

のでよろしくお願いしたいと思います。 

本日の運営委員会では、第３期プランの取組と次期計画となる第４期のプランの素案についてご意見を伺

いたいと思っております。委員の皆様には忌憚のないご意見やご提言をお願いしまして、開会のご挨拶とさ

せていただきます。本日はよろしくお願いいたします。  

 

（増田参事） 

初めに本日の委員の皆様の出席状況ですけれども、本日は糸井委員、遠藤委員、小椋委員の３名が都合に

より欠席されています。委員 12 名のうち９名出席となり、条例に定める過半数のご出席をいただいており

ますので、本委員会は成立していることをご報告いたします。 

次に、お手元の資料の確認をさせていただきます。次第、出席者名簿、資料１、２－１、２－２、２－３

となっております。 

 それでは早速ですが、進行を森委員長にお渡ししたいと思います。よろしくお願いします。 

 

（森委員長） 

皆さん、森です。よろしくお願いいたします。 
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まずは昨日発生しました地震につきまして、被害の全容はわかってないということですけれども、この運

営委員会といたしましても被害に遭われた方々にお見舞いを申し上げます。 

また、先ほど庄司室長からもお話ありましたように、この委員会としても、災害対応にも引き続き心を寄

せて参りたいと思っております。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、議題１令和７年度北海道競馬発売結果について、事務局から説明をよろしくお願いいたしま

す。 

 

（北海道農政部競馬事業室 片桐主幹） 

事務局を担当しております、北海道農政部競馬事業室の片桐です。私から資料 1 に基づきまして説明させ

ていただきます。 

令和７年度のホッカイドウ競馬は 11 月 13 日に閉幕しました。改めて結果について説明させていただきま

す。 

今年度もインターネットによる発売が非常に好調で、発売額については 573 億 1,492 万円、また、1 日あ

たりの平均発売額は 6 億 8,232 万円と、いずれも過去最高額となりました。 

開催日数は、7 月 30 日の津波警報の発令に伴い、１日中止し、84 日間の開催となりました。 

また、入場人員は、門別競馬場本場の入場人員が昨年より 3,275 人多い 6 万 1,614 人となり、令和元年以

来、過去最高となりました。今年度の増加要因としましては、発売の９割を占めるファンに向けて、公式

YouTube や LINE などの SNSにレース情報を充実させたほか、南関東競馬との連携強化に加え、新たな全国

地方交流競走やＪＲＡ所属馬も参戦するダートグレード競走、地方競馬の祭典であるＪＢＣ競走など、話題

性のある番組づくりにより全国の競馬ファンから注目されたことが大きく寄与したのではないかと考えてお

ります。 

これもひとえにご声援をいただきましたファンの方々はもとより、馬産地をはじめ、多くの関係者の皆

様、関係機関団体の支援協力の賜物と感謝申し上げます。 

なお、今年度のホッカイドウ競馬の開催は終了しましたが、道内の場外発売所では、引き続きＪＲＡをは

じめ、南関東競馬やばんえい競馬など、他の主催者の勝馬投票券を発売し、収益確保に向けて努めてまいり

ます。資料 1 の説明は以上です。 

 

（森委員長） 

ありがとうございます。それではただいまの説明に対する質問を受けたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（かとう委員） 

１日当たりの発売金額や入場者数の目標数は毎年定めているのでしょうか。 

 

（庄司室長） 

 発売計画額を設定しています。１日当たりの発売額でいえば、この日は４億円、大きなレースの時は９億

円など、日によって設定しています。こうした積み上げで、７年度は 500 億円と計画しました。入場人員の

目標までは定めていません。 

 

（かとう委員） 

民間企業では必ず目標を立てるのが当たり前なので、お聞きしました。ありがとうございました。 

 

（山下委員） 

今年は道営記念のあとの週に３日間発売を行いましたが、この３日間は発売が計画を下回ったと聞いてい

ます。要因等をどういうふうに捉えていらっしゃいますか。普段は計画額を上回ることの方が多かったの
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で、結果、最高額更新という結果に繋がったのではと思いますが、最後の 1 週間の結果についてお伺いでき

ればと考えております。 

 

（増田参事） 

 競馬は同じ日に他場でも発売があります。その週は名古屋でナイターの重複開催があった1影響で、発売

額が伸びなかったと考えております。開催期間中、所々で発売金額が計画を下回った日もありましたが、最

後の週ほど落ち込んだことはあまりなく、もう少し計画どおりとなれば発売実績額も上回ったのではないか

と思っています。 

 

（山下委員） 

令和７年度のホッカイドウ競馬の日程が発表された際に、ホッカイドウ競馬の最後の大一番は道営記念、

というファンの声もありまして、日程の設定には賛否両論があったのではないかと思います。売り上げが好

調なうちにいろいろな施策や分析をしていただいた上で、ぜひ来年以降に繋げていただきたいと思います。 

 

（森委員長） 

他いかがでしょうか。それでは次の議題に移らせていただきます。 

今日のメインになりますけれども、議題の（２）、第４期北海道競馬推進プラン(素案)の案について、事

務局から説明をお願いします。少し長くなりますので、第３章までの説明が終わった段階で一旦区切りまし

て、質疑を受けたいと思います。それではよろしくお願いいたします。 

 

（片桐主幹） 

資料２－２をお開きください。資料の第３章までを私から説明させていただきます。 

最初にこのプラン全体の構成を簡単にご説明いたします。目次をご覧ください。このプランは、大きく５

つの章で構成しております。 

第１章は、計画策定の考え方。こちらでプランの基本理念や計画期間、これまでの計画の経緯をまとめて

おります。 

第２章は、これまでの経過として、ホッカイドウ競馬の歴史を黒字の時代、赤字の時代、第１期、第２期

プランの時代という流れで説明しています。 

第３章は、第３期北海道競馬推進プランの検証として、今のプランの取組を整理し、成果と課題を振り返

っています。 

第４章は、ホッカイドウ競馬を取り巻く現状と課題として、発売環境の変化や競馬人材、馬資源、施設整

備など、現在のホッカイドウ競馬を折り巻く状況と課題を整理しています。 

第５章は、今後の展開方向として、第４章で整理した現状と課題を踏まえて、目指す姿や取組の柱、分野

ごとの具体的な方向性を説明させていただきます。 

では、１章目から順に説明させていただきます。３頁目、策定の趣旨をご覧ください。ホッカイドウ競馬

は、昭和 23 年に競馬事業を開始して以来、これまでの累計でおよそ 290 億円を北海道の一般会計に繰り出

してきました。道財政にとって、大きな収入源のひとつだった時期が長く続いてきました。一方で、平成４

年度以降は赤字が続き、平成 13 年度には 28 億円を超える赤字となり、事業の存廃が問われる状況まで追い

込まれました。 

 
1   ホッカイドウ競馬最終週における他場の開催状況（★はナイター） 

・11 月 11 日(火)：門別★、盛岡、大井★、金沢、名古屋★、園田の６場で開催。 

・11 月 12 日(水)：門別★、盛岡、大井★、名古屋★、園田の５場で開催 

・11 月 13 日(木)：門別★、大井★、名古屋★、園田 
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その後、競馬場の門別への集約や、ネット発売の開始、場外発売所の開設、ナイター開催、強い馬づく

り、魅力ある番組づくり、ファンサービスの向上といった改革を続けてきた結果、平成 25 年度には単年度

黒字化し、借入金の返済や基金の積み立てが進められるところまで回復してきました。 

ホッカイドウ競馬は、全国有数の軽種馬産地に立脚した馬産地の競馬であり、市場に出にくい馬も受け入

れることができますので、産地のセーフティネットとしての機能も果たしております。また、こうした役割

を今後も持続的に発揮していくためには、競馬事業の安定運営と馬産地の持続的発展を目指す姿として推進

していきます。 

計画期間は、令和８年度から令和 12 年度までの５年間とし、次のページにこれまでの計画と期間を表に

してあります。今回の第４期プランにつきましては、この第３期プランに続くプランとして続けていきます。 

 

続いて、第２章の説明です。５頁目をご覧ください。第２章ではホッカイドウ競馬のこれまでの経過を、

大きく３つの時期に分けて整理しています。 

まず 一つ目としまして競馬事業の開始です。昭和 23 年度に競馬事業を開始して以降、当初はジプシー競

馬と呼ばれるスタイルで、道内各地、最大６場を巡回するスタイルで開催していました。昔は娯楽も少ない

中、たくさんの道民の方々が競馬場に足を運んでいただき、平成３年度までの 44 年間で累計およそ 290 億

円を一般会計に繰り出すなど長く黒字経営の経営を続けてまいりました。 

次に、２のバブル崩壊と厳しい時代が始まり、経営改善に向けた取組をご覧ください。 

令和３年度には、当時の史上最高の発売額を記録しましたが、その直後からバブル景気の崩壊とともに、

平成 4 年度以降、20 年連続で赤字に陥りました。その後、平成 13 年度には赤字額が単年度で 28 億円を超

えるなど、非常に厳しい状況まで追い込まれています。 

その頃、表の１のとおり、平成 11 年から 19 年にかけて、運営委員会の方から何度も提言や建議が出さ

れ、存廃も含めた厳しい議論が行われてまいりました。 

その後（１）の赤字脱却に向けた改革の始まりとして、こうした状況の中で組織のスリム化や場外発売所

の整備、インターネット発売の導入など、様々な改革に着手してまいりました。 

（２）の北海道競馬改革ビジョンの部分ですけれども、この頃には赤字額が縮減してきたものの、平成

17 年ごろには北海道競馬の廃止議論が高まり、平成 22 年度までに単年度収支の均衡を図る観点から、北海

道競馬改革ビジョンを策定し、６頁にありますような様々な改革を行ってまいりました。一つ目としまして

は、道の実施部門のスリム化として、北海道競馬事務所を廃止し、今の競馬事業室として設置しました。こ

のほか、軽種馬振興公社の改編と日高町への移転、競馬実施事務を公社へ委託、さらに門別競馬場への一場

集約とナイター化、新スタンドの整備といった大きな構造改革を行いました。こういったビジョンの期間

に、現在のホッカイドウ競馬の基礎となる仕組みが整えられたという位置づけになります。 

（３）第１期北海道競馬推進プランです。こちらでは、全国的な発売集計システムへの参画や屋内調教用

坂路の整備、またＪＲＡとの相互販売といった収支構造の安定と産地競馬の機能強化に関する施策が中心と

なっております。 

（４）第２期北海道競馬推進プランです。こちらでは７頁の囲みをご覧ください。新スタンドの整備、や

レース映像の高画質化、イベントの実施、Ａｉｂａの見直しや再編、ダートグレード競走やＪＢＣ２歳優駿

の新設などを通じて、発売拡大と馬産地の活性化を図ってきました。 

 その次に、参考として沿革を掲載しています。昭和 23 年の競馬事業開始、平成３年に史上最高発売の最

高額を記録、平成 21 年の門別ナイター化、北海道軽種馬振興公社への事業委託、平成 25 年には 22 年ぶり

に単年度黒字化と、これまでの主な変遷を一覧にしています。 

 

続いて、10頁の第３章、第３期北海道競馬推進プランの検証をご覧ください。ここではプラン期間の令和

３年度から７年度の期間に、どういった取組を行い、どんな成果と課題が見えたのかを整理しております。 
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まず、冒頭で、改革ビジョン、第１期、第２期と続けてきた取組の成果もあり、平成 25 年から単年度黒

字を維持してきたこと、コロナ禍で一時は無観客・入場制限を余儀なくされたもののインターネット発売が

大きく伸び、毎年のように過去最高の発売額を更新してきました。 

この３章の中では第３期プランの内容に沿った形で、ヒトの充実、モノの充実、ファンの拡大、馬と番組

の充実、サービスの向上の５つの観点から、第３期プランの取組の検証を行っております。 

まず、一つ目、ヒトの充実をご覧ください。 

（１）騎手・きゅう務員の確保についてですが、令和２年度から７年度までの間に、新たに５名の騎手を

確保しています。所属騎手数は 20 名弱の水準を維持しています。 

また、担い手の確保では、競馬に関わる仕事を身近に感じてもらうという観点から、地元の農業高校との

意見交換や出前授業、吹奏楽部によるファンファーレ演奏など、若い世代に競馬や馬産業を知っていただく

というような取組を進めております。 

11 頁に調教師やきゅう務員の人数が大きく落ち込まないような形で人数を確保していることがわかりま

す。厩舎や、これから行う住宅の整備によりまして、就業環境の改善にも取り組んでいるところです。 

次に、（２）きゅう舎経営の安定です。ホッカイドウ競馬は４月から 11 月の開催のため、冬場間の収入

が課題となります。冬期きゅう務員手当や、冬期騎乗馴致手当といった支援策を設け、冬場も門別で調教や

騎乗に従事してもらえるようにすることで、きゅう舎経営の安定を図ってきました。 

次に、（３）関係者における公正確保です。11 頁をご覧ください。 

勝馬投票券の購入禁止や、薬物の投与禁止など、公正確保のためのルールを徹底するとともに、きゅう務

員への研修の実施や在宅投票事業者への会員照会を行うなど、不正行為の未然防止に取り組んでまいりまし

た。近年の不祥事案として記載していますが、毎年のように何らかの事案が発生している状況ですけれど

も、こういったものがなくなるようにしていかなければなりません。 

 

 続いて、２のモノの充実、12 頁目になります。 

（１）門別競馬場の基幹施設の計画的更新整備です。門別トレーニングセンターとして昭和 57 年から 60

年に建設され、ここを改修して現在の門別競馬場があります。老朽化に加え、馬房と住宅が一体となってい

ることから、火災のリスクや公正確保の面で課題がありました。 

そこで、第３期プランの期間中に新しい厩舎エリアを資料の写真とおり整備いたしました。13 頁の写真

のとおり、きゅう舎１棟、事務所兼飼料庫１棟、運動場１棟、サンシャインパドック２箇所、これらを１区

画として、合計 33 区画整備しました。きゅう舎移転後の跡地には、今後、調整ルーム、検量棟、装鞍所、

検体採取書、管理事務所などをまとめて業務エリアという形で再編整備する計画としております。ファンエ

リアにつきましても、パドックやスタンドに近い位置への駐車場を配置し、イベントスペースや遊具広場の

拡大など、来場者にとっても利用しやすい動線に見直す構想となっています。 

 

次に、（２）場外発売所 Aiba についてです。Aiba は、道内 15 箇所に設置しており、ホッカイドウ競馬

だけでなく、通年で JRA や他の地方競馬も発売することで、手数料収入を含め、重要な収益源となっていま

す。15 頁にインターネット発売が９割を超える一方で、現金で身近で馬券を購入できる場を提供していま

す。近年は、Aiba 江別、千歳、滝川の移転、新築など、地域のニーズや発売状況を踏まえて見直しを行っ

てまいりました。 

16 頁のグラフは、ホッカイドウ競馬開催日における全 Aiba での入場者数の推移を表しています。折れ線

が Aiba 全場での 1 日平均の入場者数です。平均して、２千から３千人の方々が利用されていることがわか

ります。 

続きまして、（３）新型コロナウイルス感染予防対策です。第３期プラン中に新型コロナ感染症が発生

し、感染防止対策として無観客開催や入場制限を行いながら競馬開催を続けてまいりました。 
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続いて、17 頁の３ ファンの拡大です。（１）のインターネット上の顧客の拡大について、ホッカイド

ウ競馬におけるインターネット発売については、JRA ネット投票、SPAT4、楽天競馬、オッズパーク、4 者の

発売事業者と連携しながら、ポイントやキャンペーンを活用した販売拡大を図ってきました。 

令和７年度では、発売額のうち、約 93％がインターネット経由での発売で、この伸びが黒字経営の大き

な支えとなっています。ホッカイドウ競馬は、２歳馬戦が多いことが特徴ですが、その分予想が難しい側面

があることから、この２歳馬戦を含む全レースの予想サイトや、ホッカイドウ競馬出身馬を応援する特設サ

イトを開設しました。 

続いて、18 頁の（２）顧客の拡大対策です。門別競馬場の来場者数は、令和２年から３年にかけて、新

型コロナによる感染症対策により一時的に減少しましたが、令和７年度においてはコロナ禍以前を超え、過

去最高の来場者数を確保することが出来ました。 

また来場者の交通の利便性確保のために札幌駅発着の無料送迎バスを運行し、過去４年の平均で年間約

3,100 名の方々にご利用いただきました。来場者の推移やバスの利用状況については、19 頁でお示ししてい

ます。 

 

21 頁に移ります。Aiba でもトークショーやスタンプラリー、ノベルティ配布など地域の方々に来場して

もらうためのイベントやプレゼント企画などを実施してきました。 

併せて、南関東の４競馬場や、令和２年から実施しているＪＢＣ２歳優駿の開催を盛り上げるために共同

開催先でのＰＲ活動、ＪＲＡ札幌競馬場や函館競馬場でのレース開催に合わせてイベントを行うなど、道内

外の競馬ファンの皆様に、ホッカイドウ競馬を知ってもらう取組を進めてきました。 

 

22 頁、４の馬と番組の充実、（１）馬と番組の充実です。 

ホッカイドウ競馬では、１歳馬で入きゅう、２歳でデビューし、シーズン終了後に中央や他の地方競馬へ

転きゅうしていく流れが多いのですが、２歳馬を中心とした出走頭数を確保することが重要な課題となって

おります。 

そのため、馬主や調教師、騎手、きゅう務員への賞金や諸手当の拡充、早期の入きゅうや３歳馬の確保な

どにより、冬期の調教を支える仕組みを整えてきました。 

 

続いて、（２）強い馬づくりの推進の部分では、屋内調教用坂路を活用した調教や、他場の重賞競走への

遠征費支援などを通じて全国レベルで活躍できる強い馬づくりにも取り組んでいます。 

（３）の魅力ある番組づくりでは、出走頭数の増が欠かせないことから、賞金を増やすなどの対策を行っ

てきた結果、徐々にレースの出走頭数が増えてきました。また、令和５年度から全国的なダートグレード競

走の体系整備が行われ、高い能力を持った様々な馬が活躍できる場が提供されました。ホッカイドウ競馬所

属の馬が全国の馬と競走し、ゆくゆくは世界で活躍するような可能性も秘めています。 

続いて 24 頁、５のサービスの向上の部分でございます。 

（１）のインターネット上のサービス向上として、公式ウェブサイト、YouTube 公式チャンネル、LINE ア

カウントなどを利用し、全レースのライブ配信やトークや予想を楽しむ番組、また、入きゅうからデビュー

までの密着動画などを発信してまいりました。 

また、（２）の情報発信内容の改良・充実の部分ですが、調教動画や能力検査の成績、予想サイト「門別

馬ノ巻」など予想に役立つ情報の発信についても力を入れて来ました。 

25 頁、（３）の競馬場や場外発売所の環境改善では、門別競馬場のファンエリアの拡充や、Aiba の整備

により、現地に来て楽しめる競馬場づくり、売り場づくりを進めてまいりました。   

以上、第３章までこれまでの経過を振り返りながら取り組んできたことについて説明させていただきまし

た。プランの説明につきましては、一旦ここで区切らせていただきます。 
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（森委員長） 

ありがとうございます。それではただいまの、第１章の計画策定の考え方、第２章のこれまでの経過、第

３章の第３期プランの検討まで事務局から説明がありました。 

ここまでの説明でご質問等、ございますでしょうか？ 

 

（下河辺委員） 

 11 月３日に開催したＪＢＣの入場人員や２歳戦に限った売上げはどうだったのでしょうか。 

 

（庄司室長） 

 ＪＢＣ当日の詳しい金額など数字は今手元に持ち合わせていませんが、ＪＢＣの１日発売額はこれまでの

レコードを更新しました。 

 （参考）11/3 ＪＢＣ開催時の発売額と門別競馬場の入場人数 

発売額          1,955,648,800 円（過去最高） 

   うち、２歳優駿分（11Ｒ）  997,539,000 円 

   門別競馬場入場人数        3,139 人 

 

（山岸委員） 

 先日の委員会の後に新しいきゅう舎を見学しまして、すごく充実しているなと実感しました。新しくでき

たことはすごいメリットだと感じていて、馬にも優しい環境になったと思いますし、働く方にとってもとて

も良い環境になったと思います。人を集めるための材料になると思いますので、入きゅうする馬の確保や働

く人を集める際のＰＲポイントにもなると思います。馬を集める際には主催者の皆さんや調教師さん、馬主

さんだったりすると思いますが、馬主さんに対して、こういった施設が出来たことをＰＲすると良いと思い

ます。 

人を集める観点として教育機関に対しても、北海道の競馬場の施設が新しくなって従業員も住みやすい、

快適だ、ということをアピールできます。ここ数年間は新築だと言える期間ですので、是非、アピールする

方のバックアップをしていただけるようお願いしたいです。是非、馬も人もたくさん集まってくる競馬場に

していただきたいなと思います。 

 

（増田参事） 

私どももきゅう舎整備により就業環境や住宅が良くなったことをＰＲしていきたいと思いますし、工夫し

ながらホームページなどで新しくなったことをＰＲして行きたいと思います。 

 

（庄司室長） 

全国の地方競馬の主催者による協議会がありまして、年に 1、２回、各地で勉強会を行っています。今年

は工事中ではありましたが、門別競馬場のきゅう舎を見ていただきました。こういった大きな規模で 33 区

画を一度に新しく作るのは北海道だけですので、みなさん驚かれていました。完成後、視察などできる限り

受けるなど、ＰＲに努めて参りたいと考えております。 

 

（山岸委員） 

ありがとうございます。ＰＲとともにＰＲに必要なツールなどを用意していただけると、広めやすくなる

のでそちらもお願いしたいと思います。 

もう一点、24 頁に書かれているメディアとの連携です。私も競馬が好きなので、各 YouTube のチャンネ

ルも見ていますが、他の競馬場では競馬場同士のコラボをするなど、強いところも更に強くなっていくため

に、たくさんの取組をしています。ホッカイドウ競馬でも何かできるかを考えていましたが、北海道の各テ
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レビ局でも YouTube のチャンネルを持っています。こうした道内テレビ局の YouTube の番組も含め、様々な

コンテンツと連携した取組が出来ると思います。テレビの影響はすごく強いので、ローカルのテレビ局とタ

イアップしながら、視聴者をホッカイドウ競馬に引き込み、連携しながら盛り上げていくことも検討して欲

しいと思います。よろしくお願いします。 

 

（増田参事） 

  来年度の広報展開に向けて検討を進めている段階で、運営している軽種馬振興公社と調整しながら進め

ているところです。ご提案のあった内容の視点も含め、公社に助言をさせていただき、来年度につなげてい

きたいと思います。 

 

（佐藤委員） 

顧客の拡大対策の部分です。今までの話を聞いていると、来場者へのアプローチがすごく弱い感じがし

て、インターネットで儲かっているから良いのかもしれませんが、実際は競馬場に行く人がもっと増えて、

子供とかも行ったりする。それが将来的に騎手になりたいとか、そういったものに繋がっていくのかもしれ

ないと思います。 

やはり正直なところ平日は行きづらいので、少しでもいいので土日祝日開催を増やすなどのチャレンジを

しても良いのではないかと思います。何なので本当に顧客の拡大対策に結びつく何かを考えた方が良いので

はないかと思いました。 

 

（増田参事） 

委員のご指摘のとおり、様々な顧客対策を行わなければならないと考えています。競馬場でいけば、地域

の市町村と連携した特産品の販売や企業と連携した取組なども行っています。 

また、発売日程については、地方競馬の開催日程が競合している状況の中、いかに他の主催者が発売しな

い日に売るかが重要です。先ほど山下委員から、ホッカイドウ競馬の最終週の発売額が少なかったとご発言

がありましたが、その日は他での開催が３つも４つも重なったこともあり発売額が落ちました。そして土日

にはＪＲＡの開催があるため、売上げを確保することが厳しいなど、様々な事情を加味して日程を設定して

いる経過にあります。 

 

（佐藤委員） 

今年も行きたかったけれど、やはり平日だけだと中々行けないですね。今年はドラマの「ザ・ロイヤルフ

ァミリー」にも登場したジンギスカンを食べに行きたいなという話もしていました。 

 

（庄司室長） 

北海道で存廃の議論が出た際に、土日の開催の話題も出ていました。なぜ、ホッカイドウ競馬が土日に開

催しないかいうと、帯広のばんえい競馬が土日に開催、うちが火、水、木に開催しており、北海道の中で開

催の調整を行っています。また、ホッカイドウ競馬は火、水、木だと定着しているファンもいらっしゃいま

す。ＪＢＣなど、大きなレースでは祝日に開催などの場合がありますが、こうした事情で曜日を変えるのは

難しい状況です。 

 他の他府県の競馬場も隙間を狙って開催しています。例えば、通常、金・土・日に開催している競馬場で

は、ＪＲＡが土日に開催していて売上げが見込めないことから平日に変更するというところもあります。開

催曜日を色々変化させて開催しているところもありますが、ホッカイドウ競馬では火曜日から木曜日まで固

定して、さらに南関東の競馬場と連携して発売しています。人を集めるためにイベントを開催するなどし、

工夫して来場しやすい状況を作っていかなければならないと考えております。 
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（山下委員） 

17 頁のファンの拡大に関連し、インターネット上の顧客を拡大していくとしていますが、馬券全体の発

売額のうちネット発売割合が約 93％、全国的に見ると平均よりも高い水準にあると思っています。事業室

として、今のインターネット投票の割合について、今よりも増やして売上額の拡大に繋げていくとするの

か、どういった方針なのかを確認させてください。 

また、競馬以外の公営競技も含め、インターネット事業者に対する手数料支出が経営を圧迫しているとい

った話も見聞きします。ホッカイドウ競馬においては、ネット投票の割合や本場での投票、またオフシーズ

ンや土日のＪＲＡ馬券の発売で得られる手数料収入、こうしたものがうまく両輪として回っているという認

識だと考えてよろしいでしょうか。 

 

（増田参事）  

おっしゃるとおり両輪だと考えています。ネットの発売がここまで増え、発売額も 500 億円台を維持して

いますが、コロナ禍前では考えられなかった状況です。これは、ホッカイドウ競馬を全国のファンの皆さん

に受け入れていただいた結果であり、そこをまだまだ伸ばして行かなければならないという思いがありま

す。 

また、競馬場や場外に来ていただけるお客様も大事で、そこに向けたＰＲもしていかなければならないと

思っています。集客のためのイベントも地域と連携して進めて行くことが大事だと考えております。こうし

たことから、ネットと来場いただけるお客様の両方を伸ばしていきたいと考えております。 

 

（石川委員） 

 馬とのふれあいエリアのことに全く触れられていないのは何か理由があるのでしょうか？ 

 

（増田参事） 

第５章の方で説明する予定ですが、産地の活性化という言葉で表現させていただいているのですが、前回

の委員会のときも、委員の方から表現の記載の話がありましたが、地域振興とか観光など、諸々の要素があ

りまして、それは地域や振興局、日高地域の取組であると考えています。私どももちろん入りますけれど

も、そういった地域と一緒進めていかなくてはならないこともあり、地域の活性化として表現させていただ

いている状況です。 

 

（石川委員） 

私は観光の仕事をしていたので、一般のお客さんにしてみれば、馬産地において、馬と触れ合えるという

のが一番大きな特徴になると思いますので、それを何とか盛り込めないものかと思いました。手法が難しい

のかもしれませんが、少し検討していただければと思います。 

 

（増田参事） 

観光との関連では、今年、札幌から競馬場までの無料送迎バスでヴェルサイユリゾートファームを訪問で

きるようにしたのですが、これも馬産地の取組のひとつと考えております。 

 

（石川委員） 

えりも地域は国立公園に格上げされたので、これと結びつけて広く地域の中で一緒に盛り上げていくよう

な視点もあって良いのではないかと思います。 

 

（森委員） 

私からもよろしいでしょうか。 
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10 頁の第３章に書かれている出前授業のことですが、子どもや学生達に競馬業界や競馬産業をどう知っ

てもらうかは大事なことだと思います。でも、競馬という公営ギャンブルと教育機関との連携はどのように

進めているのか気になります。出前授業をやる主体はどこになりますか。生産者も含めた形でやっているの

でしょうか。 

 

（庄司室長） 

 振興局が主体となって、静内農業高校と話し合って毎年実施しているのですが、競馬場にバスで来ていた

だいて、競馬の仕組みや中で働いている人たちの紹介を行い、質問を受けたりもします。出前授業とはいい

つつ、競馬場に来ていただくのですが。 

 

（下河辺委員） 

子どもへの対応は、今日欠席されている糸井委員が精力的に取り組んでいて、町中を回って牧場や競馬場

での授業も行っています。ひだかうまキッズ探検隊という取組をされています。 

 

（森委員長） 

小中学校、高校、大学など色々な段階での授業の仕方があるかと思います。これまでの取組の中で、例え

ばタイアップするといった動きはありましたか。 

 

（庄司室長） 

 そこまではまだないです。今年、引退したＪＲＡ騎手の方に静内農業高校などで乗馬技術指導や騎手にな

るための心得なども含めて生徒との座談会を行いました。 

 

（森委員長） 

 ありがとうございます。今後の方針については、また次のところで話させていただきます。 

 もう一つ、今後イベントスペースや駐車場が充実するとのことですが、収容人数はどのくらいでしょう

か。駐車場数と比べてどうでしょうか。 

 

（増田参事） 

収容人数は、ＪＢＣ開催時の 3,000 人程度が最高でそれ以上は入らない状況です。整備後の駐車場の台数

は今数字を持ち合わせていないので、今はわかりません。 

 

（森委員長） 

施設を整備する際、快適に過ごせる指数があるので、それを超えると足が遠のいてしまうことがありま

す。また、施設を作る際、渋滞などで周辺住民の方に影響があるか検討した際に、どれくらいの来場者数が

あると想定していたのかが気になりました。今の段階では、もっと入ってほしいという想定で作られたとい

う理解でよろしいでしょうか。 

 

（庄司室長） 

今の競馬場の中では、最大でも大体 3,500 人、4,000人にもなると目一杯ですごい状況になってしまうと

思います。今回の整備ではスタンド施設は従前のままのため、収容人数はさほど変わりません。先ほどの人

数はピークの時で、平日では多くて 1,000 から 1,500人程度です。快適性の観点で見ると、すごく快適な状

況かと思います。 

 

（森委員長） 
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人数に対して広くなりすぎると、寂しい感じも出てしまうことを考えると、難しいですね。 

 先ほども話題になりましたが、門別競馬場は都市部からの距離があって、仕事が終わってからちょっと出

かけるかっていうにはなかなか出来ない。結果、ネットに頼らざるを得ない。ファンになった方が意欲的に

お休みを取って現地に行く。北海道の特殊性を踏まえると、どうしてもこういった形になると思って聞いて

おりました。 

 それからもう一つ。23 頁に各主催者の１レース当たりの出走頭数が記載されています。名古屋を見る

と、令和２年では門別とほぼ変わらない感じでしたが、Ｒ６では約２頭増加しています。何か理由はあるの

でしょうか。輸送の問題でしょうか？ 

 

（山下委員） 

 名古屋では、この時期にどんこと呼ばれていた旧競馬場から、トレーニングセンターのある弥富市への移

転（R4）を行った時期と重なります。門別と同じように調教とレースが同じ場所で行われるようになって利

便性の向上が図られたことが理由のひとつだと私自身は感じています。 

 

（森委員長） 

 門別としても、出走頭数は増やしていきたいという問題意識をもっているのでしょうか。 

 

（増田参事） 

そうですね。馬を多く入れていただいて、１レースに出ていただく馬を増やしてフルゲートにすること

で、お客様の馬券の買いにもつながってきますので、増やしていきたいと考えています。  

 

（森委員長） 

はい。わかりました。ありがとうございます。他、いかがでしょうか。これまでと現状の部分として第３

章までのところでご意見等をお伺いしたのですが、将来的な部分を踏まえて次に進めていきたいと思いま

す。意見交換の時間も設けますので、またご発言いただければと思います。 

それでは、次の説明に関わる部分も既にいくつか皆様からご意見いただいていますが、第４章、第５章と

資料２－３の今後のスケジュールについて事務局から説明をお願いします。 

 

（増田参事） 

それでは、冒頭に資料２－１を使って説明します。 

前回の委員会で、委員長の方から第４期の目指す姿について、これからも競馬ファンに愛され続けるホッ

カイドウ競馬して説明させていただきましたが、愛され続けた結果、どうなっていくのかイメージが湧かな

いとご指摘がありました。 

道としてどうしていくのかを考えたとき、目指す姿としては、競馬事業の安定運営と馬産地の持続的発展

と書かせていただいています。ホッカイドウ競馬の安定運営により、単に黒字を確保してホッカイドウ競馬

の経営が健全であるだけでなく、馬を預けて送り出す生産者、若しくは産地にとって、ここに出走場所があ

り続けるという安心材料が必要ではないかと思っています。仮に競馬場が不安定になれば、生産や育成段階

で馬の行き先などを考えて、結果的に投資を控えるなど、馬産地全体の縮小に繋がりかねない。ホッカイド

ウ競馬には、こうした受け皿があるからこそ、馬産地のリスクが分散されて経営が成り立つ側面もあると考

えております。 

生産現場にとっても、競馬場はいざというときに馬を受け止めてくれるセーフティネットの役割、競馬場

そのものに価値があると考えております。だからこそ、競馬を続けていくための安定した収入や収益の確保

は、競馬事業がしっかりと黒字を出すことで施設の維持や、馬の充実、人材の確保へ向けて還元していく。

馬が走れる環境が保たれる。結果として、馬を作り育てて競馬を支える循環が生まれる。ホッカイドウ競馬
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が続くことは、馬産地が続くことに繋がるという認識のもとで、目指す姿を「競馬事業の安定運営と産地の

持続的発展」ということで掲げさせていただきました。 

目指す姿に向かって、第４期プランにおける今後の展開方向として４つの柱を設けています。26 頁、第

４章の現状でございますけども、近年ホッカイドウ競馬の経営は、25 年度以降は単年度収支黒字となりま

した。この背景にはいくつかの要因があり、第３期の検証でも触れましたが、コロナ禍を契機にインターネ

ット投票が普及し、全国の競馬ファンがスマホやパソコンを使って気軽に馬券を購入するようになり、道内

外の需要を取り込み、発売が大きく伸びた状況です。 

次にホッカイドウ競馬の特徴である２歳馬戦を中心に、ダートグレード競走や、中央、全国の地方交流競

走など多様で魅力ある競走番組を編成し、ファンの関心の継続を高めてまいりました。 

ネットでの発売割合が 93％以上であるため、YouTube などのＳＮＳを活用して情報発信を行い、ホッカイ

ドウ競馬の魅力をわかりやすく伝えてきたことが、イメージアップや新たなファンの獲得に繋がり、全国の

ファンから認知され、発売額が増えてきた現状でございます。 

こうした中、安定した運営を続けていくため、主な課題として５つ挙げさせていただきました。（１）経

営の安定化・収益の確保、（２）競馬人材の確保・育成、（３）馬資源の確保と魅力ある番組づくり、

（４）施設整備・環境改善、（５）デジタル化・情報発信です。 

まず、（１）経営の安定化・収益の確保でございます。発売額の向上によって収益の確保が引き続き重要

である、その一方で他主催者との開催日程が重複することで、発売額が変動するリスクがあります。安定的

に発売額を確保する取組が必要です。 

（２）の競馬人材の確保・育成については、調教師、騎手、きゅう務員などの確保が課題で特に高齢化が

進む中で、若手や女性、外国人含めた多様な人材が安心して働ける職場環境づくりというのが求められてい

ます。 

続いて（３）馬資源の確保と魅力ある番組づくりです。安定した出走頭数確保が必要であることですが、

ファンが買いたいと思っていただける番組づくりが必要と考えています。調教環境の充実や需要に応じた柔

軟な競走体系の構築が必要と考えています。 

（４）施設整備・環境改善につきましては、老朽化が進んでいる施設等の整備は喫緊の課題で、令和８年

度から整備を行う業務施設整備を着実に進めていくことが必要だと考えております。そして、臨場感を高め

るなど来場者へのサービスの向上、例えば迫力ある映像の提供などに取り組むことが必要と考えています。 

（５）デジタル化・情報発信につきましては、ＳＮＳなど動画配信を活用した情報発信を一層強化する必

要があると考えております。これにつきましては既存ファンへ魅力的でわかりやすい情報を提供していくこ

とで新規のファンの獲得にも繋げていきたいと考えております。 

 

これらを踏まえた中で、第５章の今後の展開方向に進みます。基本的な考え方でございますけども、ホッ

カイドウ競馬はこれまでの経営改善や競馬関係者の皆様の不断の努力、さらにはネット投票の普及による全

国的な認知度向上、他の主催者との発売連携といった外部の要因に支えられてきた結果、発売額は着実に増

加し、経営の安定が図られている状況です。 

こうした環境を一過性のものとせず、今後も持続的に発展するためにはホッカイドウ競馬が全国のファン

から愛され続ける存在であるということが不可欠です。馬産地ならではの競馬の魅力を全国に発信し、選ば

れるホッカイドウ競馬を目指すため、自場の開催と他主催者の競馬の発売を両輪として、ファンの拡大と発

売の拡大を図っていかなければなりません。 

また、競走馬が地元で活躍できるということを整えるということは、馬産地の持続的発展にとって極めて

重要ですし、その拠点である門別競馬場が地域経済を支える基幹産業としての役割を果たすことで、馬産地

における経営のセーフティネットとして機能するよう取り組んでまいります。これらを取組の柱として、３

に記載の施策を展開していくことを考えております。 
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29 頁、４の取組の方向性についてご説明します。 

（１）強い馬づくりと競馬番組の充実ですが、屋内調教用坂路を活用し、天候に左右されない環境の中、

スピードと持久力を鍛えて競走馬の育成を進めていきます。併せてダートグレード競走や、日本で最も早く

開催する２歳新馬戦など、２歳新馬がレースの多くを占めるホッカイドウ競馬ですので、こうした特色を生

かしながら魅力ある競走番組を提供し、全国のファンの皆さんに買いたいと思っていただける競馬を目指し

ていきます。 

さらに産地の関係者の皆様のご協力のもと、競走馬の入きゅう促進や馬主の確保、あるいは交流競走の活

用などによって、出走頭数の確保と馬資源の充実を図ります。 

続いて（２）広報・ファン施策及びサービス向上ですが、２歳馬戦を中心に馬産地ならではのストーリー

性や魅力を積極的に発信し、ホッカイドウ競馬の理解と関心を深めてもらう取組を推進していきます。既存

ファンと新たなファンの獲得に向けた取組や、併せて市町村や企業などとの連携イベントなどを通じて地域

と一体となった取組を進めていきたいと思います。 

また、ギャンブル依存症対策については、関係の計画ですとか指針を踏まえ、相談体制の周知や入場制限

などによって安心安全に楽しめる環境を整えていきます。 

発売環境の充実としては、キャッシュレス決済を充実させて、利便性や付加価値の高いサービスに加え、

映像やデジタル環境の充実を図り、来場者やネットファンにとって快適で臨場感のある観戦環境を提供して

いきたいと考えています。 

（３）の競馬人材の確保・育成ですが、この競馬事業を支える人材の育成確保は競馬の根幹だと考えてお

り、調教師を目指したいっていう騎手への支援策として調教師免許の取得を後押ししていきたいと思いま

す。騎手については、騎手候補生への勧誘活動や仕度品手当の支給を継続したいと考えています。また、今

ホッカイドウ競馬には女性騎手はおりませんけれども、施設整備の中では、女性騎手に配慮した施設整備を

進めてまいりたいと考えています。 

きゅう務員の確保につきましては、働きやすい職場環境の整備により職場定着を促し、人材の安定確保を

図ります。また、外国人人材が増えていますので、その対応として日本語研修や生活相談支援などを通じて

安心して働いてもらえる環境づくりを行っていきます。 

次世代人材の教育としては、学校教育との連携などを通じまして、若い世代の方が競馬あるいは馬産業に

触れる機会を創出しまして、将来を担う人材育成に努めてまいりたいと考えています。 

（４）の基幹施設等の計画的な整備と地域貢献ですが、今競馬場で進めている業務施設、ファンエリアと

住居の整備を計画的に推進してまいります。この整備につきましては、競馬事業の収入から基金を積み立て

ておりますので、その中で、経営状況を踏まえながら適切に対応してまいりたいと考えております。 

また、地域貢献につきましては、競馬事業の収益は競走馬の育成や畜産振興など地域の産業の発展に活用

されています。ホッカイドウ競馬は馬産地に立脚した競馬場として、地域の雇用と経済を支えるとともに馬

産地の活性化に貢献をしていきます。先ほどご意見のありましたふれあい牧場の関係については、直接書け

なかったものですから、こういった部分で対応していきたいと考えております。 

以上、説明させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

（森委員長） 

ありがとうございました。今後のスケジュールはどうなるかをご説明いただけますか。 

 

（片桐主幹） 

資料 2-3 をご覧ください。７年 12 月本日、第２回運営委員会で素案の案を提示させていただきました。

本日、委員の皆さまからいただいたご意見を反映した後、内部調整させていただいて、素案という形で進め

ていきます。 
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その後、素案ができましたらメールになると思いますけども、委員の皆さまのお手元にお配りしたいと思

っております。 

その後、２月に北海道議会の農政委員会で素案を報告させていただき、一般道民の方々の意見を聞くパブ

リックコメントの募集を一ヶ月ほど予定しています。その意見を反映させた段階で案となり、３月中旬頃に

第３回運営委員会で案を提示したいと思います。 

その後農政委員会での報告を行い、３月下旬に第４期プランの策定、こういったスケジュールで進めるこ

とを想定しています。 

 

（森委員長） 

はい、わかりました。本日、主に重要なのは第５章の展開方向になります。先ほどのご意見はこちらの方

に反映していくことを踏まえまして、改めて皆様からのご意見承りたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（かとう委員） 

 第３章、14 頁のファンエリアの部分で、「これまで以上にファンとの交流や地域ＰＲイベントなどが開

催しやすくなります」と書かれていて、良いなと思いました。ただし、もしも私が広告代理店や旅行代理店

だった場合、ホッカイドウ競馬のホームページを見ても、どこの誰に問い合わせをしたら良いか、お問い合

わせ先の表示が一切ないのが気になります。 

これは責めているわけではありません。競馬場が新しくなることを個人的に全国各地の競馬好きな人にも

宣伝していて、みんな興味を持っているのですが、事業者がホッカイドウ競馬と組んで、例えばハイクラス

の人がターゲットのツアーを作りたいと見学会を企画したときに、道庁に相談すればいいのか、それとも静

内の競馬のふるさとの案内所がいいのかさえも、現状ではわからない。問い合わせ先がホームページにない

ことを改善して欲しいと思います。それが競馬事業の安定もなるし、結果、馬産地のためにもなるので。ホ

ームページの見直しはして欲しいと思いました。 

もう一つ、私は長い間この委員やらせてもらってずっと思っていることですが、競走の番組として日高７

町の地区対抗リレーをして欲しいです。平取の日、浦河の日、新ひだかの日はあるけど、日高の日として、

７町から 1 牧場でも２牧場でも馬を出して 11 頭ぐらいにして、町民が皆で自分の町の馬を応援に行く日と

してはどうでしょうか。私の小学校時代、運動会で地区対抗リレーというのがありまして、地区がまとまり

大盛り上がりでした。そういう企画をしたら、日高管内の人が集まって応援するし、面白いからニュースに

もなると思います。そういう日を 1 日作って、馬産地日高の人が燃える日にしてはどうかと思います。 

また、ネットで買うのは良いのですが、「いつか行きたい憧れの門別競馬場」として、連休で開催日の火

水木が入っている日が年間何日かあるので、この日はいつもネットで買っている人をウェルカムな日として

設定して特別扱いするなど、遠くの人も一回は現地に来てねという日と、地元日高の人が燃える日を作って

欲しいという２つのことを提案させていただきます。 

 

（山下委員） 

門別競馬場で、日高町や浦河町などでイベントを行う日としてはありますが、例えば日高産馬対平取産

馬、新ひだか産馬、新冠産馬などでどれが強いか、同じようなクラスの馬を集めてどれが強いかなど。 

 

（かとう委員） 

 絶対面白いと思う。Aiba で馬券が買えるのは皆知っているが、門別競馬場に皆が来て、改めて町のシビ

ックプライドも醸成されるし。その企画だったら、私本当に手伝いたいです。 

 

（庄司室長） 
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すごいいいアイディアだなと思います。現実的には馬が揃うかどうか、研究が必要かと思います。日高町

のときは日高の馬を１レースでも２レースでも含めればとは思うのですけど。参考にさせていただきます。

下河辺さん、いかがでしょうか。 

 

（下河辺委員） 

 私も考えたことあるんです。地区対抗、面白いと思います。あとは馬産地ならではということでは新種牡

馬限定レースなど。 

 

（庄司室長） 

 なるほど。ありがとうございます。 

 

（森委員長） 

 他いかがでしょうか。 

 

（山下委員） 

今、下河辺委員がおっしゃったような新種牡馬限定でのレースは、ホッカイドウ競馬ならではの特色だと

思います。現実的には検討が必要かもしれませんが、馬産地ならではの特色を活かしたレースを是非続けて

欲しいと思います。 

また、先ほど増田参事から説明のあった 29 頁の取組の方向性で、２歳戦の魅力向上の中でストーリー性

という言葉を使われていましたが、ホッカイドウ競馬では今年から出身馬情報を掲載した特設サイトを開設

されました。この馬も、以前は門別で走っていたんだ、というところを訴求することはブルーオーシャンだ

と感じられますし、今後どんどん整備していく途上の段階であると思います。今年度は特設サイトを開設

し、10 月にホッカイドウ競馬出身馬の呼称をファンの方から募集して、「mom☆’s ～モンスターズ～」と

名付たとのことですが、今後の展開を期待しています。 

また、第５章の目指す姿について、これからも競馬ファンに愛され続けるホッカイドウ競馬として打ち出

されていたかと思いますが、具体的な考え方について、もう少し突っ込んで、これからの競馬ファンと競馬

業界で働く人に愛され続けるホッカイドウ競馬、もう一歩突っ込んでも良いのではないかと思いました。個

人的にこの辺りはホッカイドウ競馬に期待するところではあります。 

 

（増田参事） 

 まず、広報の関係でございますが、Mom☆’s ～モンスターズ～は、今年名称を決めて、来年度の広報の

取組として強化していきたいところです。２歳馬の話では、マルちゃんという馬を入きゅうからデビューま

でを密着した YouTube 動画があるのですが、そのバージョンアップが出来たらいいなと考えています。 

目指す姿の部分ですが、どういった形で見せていけるかご意見として参考にさせていただきたいと思いま

す。 

 

（庄司室長） 

最初にファンで、競馬事業の安定と馬産地の持続的安定、馬産地っていう意味では業界も含めた、大きな

くくりの話になってしまうので、ファンという書き方にとどめたところです。 

 

（森委員長） 

 「競馬ファン」ではなく、「人々」などとできないですかね。 

 

（庄司室長） 
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 「道民」のような言い方が出来れば良いのですが、道民だけではないので、表現の仕方が難しいですね。 

 

（山下） 

広く愛されるとかが近いのかなと感じました。 

 

（森委員長） 

関係者を広く巻き込む、というようなことですよね。ちょっとご検討ください。 

 

（石川） 

競馬そのものとは直接関わりがありませんが、今年（R7.7.30）に津波警報の発令により、競馬開催が１

日休みとなったと説明がありましたが、門別競馬場が地域の避難所になっていることを今回初めて知りまし

た。こうした避難所となっていることをもっとアピールしても良いのではないかと思いました。あと新しい

施設整備のところで短くていいので、防災に関することにも触れたほうが良いのではないかと思いました。 

 

（庄司室長） 

大変参考になるご意見ありがとうございます。 

 

（出越委員） 

 11 頁にきゅう務員数の内訳がありましたが、国籍の内訳を記載した方が良いと思います。人数が増えた

ように見えても、実は日本人が減っていたとなると本末転倒なので、きちんと把握した上で対策をした方が

良いと思います。 

 

（片桐主幹） 

 第１回運営委員会でお示しした資料の中にデータを掲載していましたので、同じようにこちらのプランに

も反映したいと思います。 

 

（出越委員） 

 新きゅう舎は完成したのでしょうか。引越はいつ予定されているのでしょうか。先日、ある調教師の先生

から、引っ越しの時期がまだ全然決まってないとの話で、もしかしたら 1 年延びるような話をしていました

が、現在どのような状況でしょうか。 

 

（増田参事） 

きゅう舎は完成しまして、来週以降、年内に順次引っ越しを行います。年明けに引っ越すと調教への影響

がありますので。 

 

（出越委員） 

では、次のシーズンには新しいきゅう舎への引越が終わっているのですね。 

あと、先ほど山下委員からも発言がありましたが、今年は道営記念の後にもう一週レースがあって、最終

週が間延びした印象を受けました。道営記念は看板レースなので、看板らしく扱ったら良いのではないかと

思いました。 

 

（庄司室長） 

今までシーズン最終日を道営記念として日程を組んでいたので、ファンの皆さんにとっては道営記念が終

わったら１年が終わりというイメージがあったのかと思います。開催日数を少し伸ばしたのですが、天候に
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よる変更リスクを含めて考え、道営記念を早めに開催することになりました。日程の設定は関係者を含めて

調整していますが、検討していきたいと思います。 

 

（出越委員） 

先ほど、かとう委員がおっしゃっていた窓口がわからない件について、以前から自分も同じことを思って

いました。例えば、競馬場に出店したり、自分の会社でもグッズを作っていたり、知り合いのタレントの方

などが競馬場のイベントに呼んでもらいたい人が結構います。問い合わせ窓口があれば、そういった方々が

相談出来るのでお願いしたいところです。 

また、ＪＢＣで 3,500 人もの方々が来場されたら本当にパンパンで、場内で売っている食べ物も無くなっ

てしまう状況です。1 日トータルで 1,000 人程度だったらスムーズですが、あの空間に同時に 1,000 人もい

ると結構窮屈で駐車場も一杯になってしまう。今年のＪＢＣの日にちょっと寄ろうと思いましたが、12 時

半ぐらいで、既に国道から駐車場まで並んでいたので素通りしました。駐車場の入口が１ヶ所にしかないの

が不便なので、駐車場のエリアがもう少し分散していると良いと思いました。馬主さんもあの行列だと入っ

ていけないので、今後の整備でスムーズになるよう改善をお願いします。 

 

（増田参事） 

ご意見ありがとうございます。改善できる部分について対応していきたいと思います。 

 

（下河辺委員） 

前回の委員会や先ほども話題となりました、ふれあい広場の件です。この文言は残していただきたいで

す。昔、案が出ましたが、いつの間にか消えてしまったので残して欲しいです。これは人材確保の面もあり

ますし、地域経済の繋がりもありますし、とても大事な施設だと思っています。 

もう一つが馬の確保についてです。スターホースが出ると売れますよね。日本人が大好きな、地方競馬か

ら中央を負かしに行くというストーリーができると思います。やはり、馬主さんに良い馬を多く集めてもら

うために補助金などを出せたら良いと思います。 

また、ジョッキーやきゅう務員に対する賞金や手当についてですが、賞金を上げるよりも手当を上げた方

がいいと思います。良い馬を集めるための対策としてお願いしたいと思います。 

もう一つが、私自身ＳＮＳはあまり得意ではなく、皆さん詳しいと思いますが、「Ｘ」は拡散しやすいと

思います。他の人を取り込むには、そのツールが一番良いのではないかと思っています。真面目じゃなくて

面白いものを発信するところだと思うので、他の新たなファンを取り込むには、ネットの発売が 93％です

から、そちらをやられた方が良いのではないかと思っております。 

最後になりますが、今後の人口減少により馬券の売上げがどうなっていくのか、今から考えていく必要が

あると思います。ＷＩＮ５というＪＲＡの仕組みがあるのですが、ＷＩＮ３とかＷＩＮ10 などを発売する

など。ギャンブル依存症の観点からは逆のことになってしまいますね。 

あとは、外国人の人に馬券を買ってもらえる環境づくりや、ふれあい広場の様なところで子供たちも興味

を持ってもらうなど、もっと長い第５期、第６期など先のこともちょっと頭に入れておいて欲しいと思って

います。 

 

（増田参事） 

 ありがとうございます。まずは馬の話について。賞金や手当の増額により良い馬を集めてくるといったお

話だったと思いますが、どういう形で出来るか即答できませんが、確かに地方から中央に挑戦するスターホ

ース、昔、コスモバルクという馬がいましたけれども、私個人としてもそういった馬が出たら良いと思って

おります。どういった馬集めをしていけるかは考えて行きたいと思います。 
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ＳＮＳの件については、広報と相談させてもらいながら対応出来るか考えていきたいと思います。それ

と、長期的視野に立った取組も必要ではないかというお話がございました。こうしたことも含めて、今回の

プランで出来ることをご意見として承ります。 

 

（森委員長） 

中村委員、もしよろしければ何かご意見ございますか。 

 

（中村委員） 

今から申し上げることはこの場ではふさわしくないかもしれないのですけれども、先ほど下河辺委員が糸

井さんの言葉のふれあい広場の表現を残して欲しいというお話がございましたので、私からも発言させてい

ただきます。 

糸井さんと最初にお会いしたときに、まさにこういうお話、想いを語られたときがありました。私はその

話を聞いて、観光も繋がって手伝えるかもしれないと思ってこの場に来ております。ただ、今回は資料の中

には残念ながら観光の言葉はどこにも入っておらず、馬産地の活性化という言葉が、その観光を包含してい

るのだというご説明がありましたけれども、違和感があります。 

ホッカイドウ競馬と観光のコラボレーションは大きな潜在力があると思っていますし、北海道という地域

特性や、観光資源、馬産地も含めて、こうした強みの組み合わせが、ここでしかできない体験を生み出す、

体験観光というものに繋がってくるのではないかと思い参加していたつもりですが、その辺りの部分につい

て、今日のお話聞く限りではうまく受け止められませんでした。 

この観光という言葉がないから意見を述べているだけではなくて、観光は裾野の広い産業でありまして、

いろんな関係とか繋がりがないと、観光だけで歩いていけるものではないというのがもう我々の考え方でご

ざいまして、関係や繋がりを深める、広げることで地域の経済や競馬振興にも繋げていけると思っておりま

す。競馬の価値はいろんなものがあると思います。経済的価値もあれば社会的価値もあるし、地域の未来を

創るものにもなるし、お子さんとか競馬産業に関わる人たちを育てる、それを応援する人たち。様々な方々

にこの価値をしっかり広げていく必要があり、そのときに観光という考え方をうまく組み合わせて活用して

いただくことが私は重要なんじゃないかなと思いました。 

私がここにいるのは、観光の代表として来ているということを考えますと、今日いただいたご説明では、

若干私はまだ違和感があります。 

 

（庄司室長） 

はい。わかりました。 

 

（佐藤委員） 

中村さんのご意見、私もそう思います。経営はすごく大事なのでそこを目指されるのは当然ですが、人と

馬のふれあいや、競馬を見たりすることの面白さの部分、そういった部分を取組の柱などで、もう少し誘致

に力を入れることを入れるべきじゃないかなというふうに思います。それは観光もそうだし、道民もそうで

す。ホッカイドウ競馬が赤字で廃止になると議論されたときに、続けることを判断したのも道民だと思いま

す。そのときに皆が反対していたら、ひょっとしたら無くなったかもしれません。馬産地の人たちだけでは

なく、馬に親しんできた北海道の歴史などもあるのかもしれないので、そうした部分が何かもう少しにじむ

ようなプランであったらいいなという意見です。 

 

（増田参事） 

ありがとうございます。どういった形で入れられるかを含め、検討させていただきたいと思います。

我々、どうしても競馬事業の運営として考えてしまうものですから、本来でしたら観光などで人を集めるこ
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とをお示ししたいところですが、競馬事業から見ると言葉を入れることに躊躇するところがありました。観

光の面を入れるには振興局などを巻き込む必要があると考えておりまして、どう表現できるかも含め、いた

だいたご指摘を踏まえて検討してまいりたいと思います。 

 

（森委員長） 

委員会からの意見として提案すれば調整もしやすいのではないでしょうか。この委員会で皆さんから発言

をいただいているので、問題ないのではないでしょうか。 

 

（中村委員） 

 今、まさに観光では、北海道観光審議会の計画部会で「北海道観光のくにづくり行動計画」という観光の

中期計画を作っているところです。競馬の取組が、観光と関係ないとか、そういったことをおっしゃらない

と思います。 

 

（庄司室長） 

地域の自治体や振興局も含めて連携強化などの形でいただいたご意見を取り入れさせていただければと思

います。検討させてください。ありがとうございます。 

 

（森委員長） 

そろそろお時間の方も来ました。議題の（４）その他に関して、事務局から用意はございますか。 

 

（片桐主幹） 

特にございません。 

 

（森委員長） 

それでは予定の時間がまいりました。本日も皆さんの活発なご意見によって、盛り上がったのではないか

と思います。有意義な意見が事務局にも提案できましたので、調整して使っていただけるのではないかなと

思います。 

最後に、これまでのところで何かご意見とか、どうしても申し上げたいということがあったら承りますが

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

 内部調整の後、先ほどのスケジュールにありましたように、素案をパブリックコメントの手続きを踏まえ

て、３月中旬ぐらいまでには委員の皆様にご提示できるかと思います。 

それでは、これらの意見については、今後のホッカイドウ競馬の推進に向けて、次のプランや競馬運営の

参考としていただくとともに、必要に応じて状況の報告をしていただくということで事務局にお願いいたし

ます。 

 

本日は少し時間をオーバーしましたけれども、円滑な進行と闊達な議論にご協力いただきましてありがと

うございます。今後のホッカイドウ競馬の発展を祈念して、事務局に進行をお返しいたします。  

 

（増田参事） 

森委員長、ありがとうございました。閉会の挨拶を庄司室長からお願いいたします。 

 

（庄司室長） 
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本日は、皆さんから大変多くのご意見をいただきましてありがとうございました。森委員長におかれまし

ては、長時間にわたり会議の進行を務めていただきまして、大変ありがとうございました。 

４期計画、それぞれ大変な課題が多くございます。 先ほども話題となりましたが、競馬場の整備につい

て、施設関係は令和９年度、その他含め 10 年度に完成を予定しております。まずは施設整備をしっかりと

完成させ、新しい施設を活用して、競馬を持続的に発展させていきたいと思っています。４期計画の前半の

２年間で施設整備を行って、皆さんからの提案をいただきながら５期に向けて対策を進めていきたいと考え

ています。本当に多くの課題が山積みではありますが、何を優先して進めていかなければならないかを精査

しながら、進めていきたいと思います。本日は大変ありがとうございました。  

 

（増田参事） 

ありがとうございました。以上で運営委員会を終了いたします。 


